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障 碍5)内 分泌障碍,を 加えた成熟雄テツテに対し
ビタミンEを投与して,その睾丸組織の回復状態を対
照と比較した.
臨 床 実 験
本学泌尿器科外来を訪れた男性不妊患者に対 して,
精液検査(精液量,果 糖量及び減少率,精 子数,精 子
運動率)等精嚢腺X線検査,睾 丸組織学的検査,尿中
17KSの定量,副 腎機能検査,甲 状線機能測 定 を行












































































































































































後藤 薫 ・日野 豪 ・本郷美弥 ・沢西謙次 ・


























































































がなかつた.し かし,唯1例 にお い てPAP値 が
120.10KAUに及ぶものがあつたが,こ の場合はより





13.血 清酸 性 フオ ス フ ア ター ゼ の 簡 易 測 定法 に つ
い て 篠 田 孝 ・尾 関 イ}㌃彦(ll皮量iLl矢大)
前立 腺 癌 に おけ る血 清 酸 フォの 活 性1直を.tr・naph
thylphosphateを基 質 とす る,`'phosphatbsacid"
を使 用 して,比 較 的 簡 単 に測 定 し,14例(令 例)に
1.OB.U.以上 の 上 昇 値 を認 め た,又 α・naphthyI
phosphateとP.nitrophenylphosphateの2枷の
基 質 に,前 立 腺 性 酸 フォ の活 性 を特 異 的 に阻 審 す る と
い わ れ るL-tartrateを作 用 させ て,前 立 腺 性 及 び そ
の 他 の酸 フ ォの 活性 値 を比 較 測 定 した.そ の 結 果 α一
naphthylphosphateは前 立 腺 性 酸 フォ だけ では な
く.他 の酸 フ ォに よつ て も水 解 され るが,特 に 前 立 腺
性 の もの に よつ て強 力 に 水 解 され る こ とが わ か つ た.
従 つ て前 立 腺 癌 の血 清酸 フ ォ測定 の場 合 に は ・ α一na-
phthylphosphateを基 質 と して 用 い るのが 有 利 であ
る と考 え られ る.
14.前 立腺 腫 瘍 に於 け るホ ルモ ンの 消長 に 就 い て
三 矢英 輔 ・瀬 川 昭夫 ・前 川 昭 ・三 宅 弘治
(名大)
前 立腺 腫 瘍 に 対 し,治療 前 後 の尿 中総17-KS(Dre-
kter氏法),17-KS分 劃(鈴 木 氏法)及 び 尿 中 エ ス
トロゲ ン(Hydroquinon・Kober氏法)の 定 量 を行 つ
た.治 療 前 の 総17-KSは 一一般 に 正 常 範 囲(平 均10
mg./d1)にあ り,尿 中 エ ス トロゲ ンは0～20r/dを示
した.之 等 に 対 し女 性 ホル モ ン使 用 に よ りエ ス トロゲ
ンは20～100γ/dと増 加,そ の 後 除睾 術 を行 うと,急
激に 減 少 した.17-KSも 一 般 に 除睾 術 に よ り減 少 し
て い る.そ の他,前 立腺 易il出術,Znen注 入,Predon-
isolon,更に 男性 ホ ル モ ン使 用 群 と比 較 検 討 して い る,
前 立 腺腫 瘍 と17-KS及 び エ ス トロ,/ンとの 間 に は
一 連の 関 係 が あ り,更 に 睾 丸 機 能,副 腎 機 能 に よ り大
に
15.睾 丸 機 能 検 査 法 と して のGonadotropin-
Test(第2報)岡 元 健一 郎 ・斉藤 宗 吾 ・
愛 甲矩 義 ・新 山孝 二(鹿 大)
第1報 に お い て ラッ トを 使用 し下垂 体 別除 後 一 定 量
のGonadotropinを投 与 し,副 性 器 の 反 応度 をみ て
睾 丸 機 能 を判 定 す る方 法 に つ い て基 礎 的 実験 の成 績 を
発 表 した が,今 回は 更 に数 種 の 実 験 的 畢 丸 障 害 を っ
くり特 に そ のLeidig細胞機 能 を 同 様 の方 法 で 観 察 し
た.
実 験 的 睾丸 障 害 と してWistar系 幼 若 ラツ トを 使
用 してEstrogen,PHP(Castan-Kowa),Honvan
投 与 ・停 留睾 丸 ・睾 丸X線 照 射 ・ カ ドミウ ム塩 投与,
下垂 体 別 除 の7種 の もの をえ らび 処 置直 後,1週,2
週 ・3週 後 に 垂 易11してGonadotropinを投 与 し,下
626 学 会
垂 体 別 除群 は 別 除後2日,5日,10,20日,60日 後 に
Gonadotropinを投 与 し各 々副性 器 反 応度 を 判 定 し
た,




の マ ウス 界尿 腎LD6。 に 及 ぼす 効果 をみ るにASN,
ASDが ぬ もす ぐれ て いた.ラ ッ ト偏 腎別 出後 の 代 償
性 肥 大 促進 効 果 をみ るに や は りこの 両 者 がす ぐれ て い
る.つ い で,T,ASN,Methylcmdrostenedio1
(MASD),4.chloro-testosterone(4C1-T)につ い て
み るに,マ ウスLDsoラ ッ ト腎 代償 性 肥大 促 進 効 果 と
もに4C1-TはASN多 少 お こ るが,男 性 ホル モ ソ作
用 きわ め て よわ く.腎 肥大 作 用/男性 ホ ル モ ソ作用 の
比 は4Cl-Tが 最 もす ぐれ,MASD,ASN,Tの 順 と
な る,術 後 腎 機能 低 下 を きた したCystenniere,不適
合 流 血 に よる腎不 全 に4Cl-T20～50mg連日使 用,
良好 な成 績 を 得た,
17.甲 状 腺 と雄性1性腺 機能 との関 連 性 に つい て
原 信 二(大 医 大)
1)雄 性 甲 状腺 捌 出 ラ ツテ に於 て,1定 の時 日を 経
た のち,睾 丸 組織 像 及 び 甲状 腺PBIを 測 定 し
た,
2)雄 性 脳 下垂 体 易11出ラ ツテにTSH(プ レチ ロソ)
投 与 後,1定 の時 日を経 た の ち,畢 丸組 織 像 及
び 甲状 腺PBIを 測定 した.
3)雄 性 ラ ツテに 大量1131投 与 後,1定 の時 日を
経 た の ち睾 丸組 織 像 及び 甲状腺PBIを 測定 し
た.
4)雄 性 甲状 腺 別 出家 兎,雄 性 家 兎に1ユ31大 量 投
与 後,長 期 にわ た る17KSの 測 定 を行 つ た.
5)甲 状 腺 摘 出,大 量1131投 与 を 雄性 ラ ッ トに併
用 し,1定 の時 日を経 た後,睾 丸組 織 像 と甲状
腺PBIを 測定 した.
6)男 性 不 性症 に 於 け る甲 状腺 機 能 検査 に つ い て調
べ た.
18.VitaminEの雄 性 々腺に 及 ぼ す影 響(第1報)
宇 野 博志(大 阪医 大)
離 乳 後間 もない 未熟 雄 性 ラ ツ トを 特 殊 ビ タ ミンE欠
乏 飼 料 で飼 育 し,成 熟 後 屠 殺 して 其 の睾 丸 組 織 を検 索
し,明 らか に造 精 機能 障 碍 の あ る こ とを認 め た.
次 い で成熟 雄 性 ラ ッ トに各 種 実 験 的睾 丸 障 碍 を惹 起
し,こ れ にVitaminEを 大 量 投与 して 其 の障 碍 阻
止 に就 い て検 索 した と ころ,各 種 性 ホ ル モ ンに よる 内











19.男子不妊症の臨床 百瀬剛一 ・三橋填一 ・



































精子症7例,減 精子症2例 であ りそれらの患者は半年
学 会
乃至3年 間 キ ニ ー ネを持 続 して 内服 して い る.
畢丸生 検組 織 像 は無 精 子 症20例中Germinalcell
Aplasia7例,SpermatogenicArrest8例,Fib-
rosis3例,Norma12例で,減 精子 症 患 者6例 中
SpermatogenicArrest4例,normal2例,類宙
官症 を含 む無 精 液症5例 中Fibrosis3例,Sper-
matogenicArrest2例で あつ た,
精嚢腺 レ線像 型 は 石神 ・森 の分 類 に倣 う と 無 精 子
症,減 精子 症共 皿型 が 半数 で あ り,無 精 液症 では,萎
縮 したW型 が多 く認 め られ た.
追 加 後 藤 武(名 市 大)
当教室 では 男性 か ら不 妊 を訴 え て 来院 す る もの は 少
く,過去5年 半に31名で あつ た.こ の うち 何 らか の検
査の行われ た ものは20名 であ る.こ の20名中7名 は
normospermia,1名はoligospermia,12名はAzo-
ospermiaであつた.
Azoospermia12名中1 は 嘗 て精 管 結紮 を受け た
といい,そ の 才術 の理解 な く不 妊 症 を 訴 え て 来 院 し
た.残 りの11名は ス ライ ドに示 す 如 き内容 の もので あ
つた.
睾 丸 ・副 睾丸 ・精管 の正 常 な もの は5例(45.5%)
で他は発育 不全 乃至萎 縮 を認め た.精 嚢 腺 撮 影 に よ
り,性器の正 常 と思われ る3例 に施 行 した うち の2例
に偏側性の精管 閉塞 を認 めた.睾 丸 のBiopsyは,
外見正常な る もの も含め5例 に行 つ たが,精 子 形成 不
全乃至その欠如 を認め た.
当教室の経験 では,男 性 不妊 症 を主 訴 とす るもの の
その原 因は大部 分は原 発性 の不 妊 症 であ る.
21.Urokolin・Mの使用経験 岡 直友





































































フア剤(シ ノミソ,ウ ロサイダル),抗 生物質(マ イ
シリン・アクロマイシソ)を投与するも殆んど効果な
く.膀 胱容量は約50ccに減じた.検 尿所見=蛋 白
(暑),赤血球(+),白血球(柵),細 菌(一)(検



































回 答 阪大,井 上氏に対する
尿管の末端の完全閉鎖を組織像より観察した.
抄 録




























































































































































32,尿管膣痩の治験例 清水圭三 ・浅井 順































やがて之が止つた.8ヵ 月後に は 尿痩 は止 んだ,
BQari氏手術側は尿管狭窄,更には閉塞を起すと思い
の外,8カ月も膀胱へ交通状態であり,又同側して水腎
が敢て進行することなく該腎機能もなお保 た れ て い
た.所がその後再びBoari氏手術側に関係 して膣尿


































































































66才の男子,淋 疾及び会陰部尿道損傷の前 歴 が あ
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